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1. Ｗ･ Ｗ の織物で， パッカリングの重 要性が最 近特

に重 要な課題となって来 た。 これについ て,   メ ッカリン

グの起る条件につい て理 論お よび実験 の両方 面から検討

することを目的 とする。

2. 試 料片上 に円を画 き， その直径 にそ って， たて，

よこ， バイ ヤス方 向に縫製し て，そ のパ ッカ リングの起

る状 態を測定す る。

3. バイ ヤス方向 のパ ッカ リングについてはShorter

の，い わゆるTrellis Model に従 うこ とを認 め， 理論

と実験が， かな りよく一致することを見出した。


